
Title 懐徳堂関係研究文献提要（六）

Author(s)

Citation 懐徳. 1988, 57, p. 130-136

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/90702

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



古
林
ふ

帳
場
前
二
記
ス

応
接
人
前
二
記
ス

井
河
汐
出
入
之
者
壱
人
四
日
汐
七
日
迄

一
包
金
之
事

六
日
升
平
店
二
而
諸
包
金
相
願
整
来
ル

一
革
島
新
五
郎
名
代
事

太
田
新
之
丞
出
阪
可
有
之
別
二
不
設
置
処
新
之
丞
出
阪
之
上
禁
中

御
用
二
付
火
拇
候
由
二
而
急
二
代
人
相
頼
候
へ
共
其
備
な
く
相
済

候

，

京
都

一
井
河
父
子
代
人
之
事

相
頼
候
へ
共
臨
衷
之
節
故
此
義
な
し

一
早
野
之
事

死
者
格
別
之
懇
意
故
行
列
二
よ
さ
し
候
へ
共
棺
脇
二
引
傍
ひ
被
参

候
様
相
頼

一
焼
香
列
読
出
し

田
辺
屋
仁
右
衛
門
相
頼

同
壱
人

懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
因

〈
懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
因
〉

―――
10 

（
『
季
刊
日

⑯
論
文
益
吋
野
谷
勝
「
懐
徳
堂
の
歴
史
観
」

本
思
想
史
』
第
二
十
号
、
昭
和

58
年
）

本
論
文
は
、
懐
徳
堂
の
中
興
期
を
代
表
す
る
中
井
竹
山
•
履
軒
の
著
述

を
通
し
て
懐
徳
堂
の
歴
史
観
の
特
色
を
考
察
し
て
い
る
。

一
、
中
井
竹
山
の
『
逸
史
』

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
船
場
・
天
満
の
大
火
に
よ
る
懐
徳
堂
類
焼

か
ら
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
懐
徳
堂
再
興
工
事
竣
工
ま
で
の
問
、
竹

山
は
幕
府
要
路
に
対
し
て
再
興
の
援
助
を
稼
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。

そ
の
二
年
後
の
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
、
竹
山
が
既
に
成
稿
し
て
い

た
『
逸
史
』
を
献
納
せ
よ
と
の
幕
府
の
命
が
下
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
寛
政

十
一
年
五
月
二
十
八
日
に
『
逸
史
』
を
献
納
す
る
ま
で
の
経
緯
は
、
竹
山

の
「
自
序
」
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
書
中
の
「
進
逸
史
賤
」
に
は
、

「
自
序
」
か
ら
は
看
取
し
得
な
い
『
逸
史
』
編
述
の
目
的
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

「
自
序
」
に
よ
れ
ば
、
起
稿
以
来
五
回
の
推
敲
を
重
ね
、
天
明
年
間

（
一
七
八
一
！
一
七
八
八
）
よ
う
や
く
完
稿
し
秘
蔵
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

図
ら
ず
も
将
軍
家
に
聞
え
、
寛
政
十
年
十
一
月
に
献
納
の
命
が
下
っ
た
た

め
、
急
ぎ
繕
写
に
努
め
、
寛
政
十
一
年
四
月
に
そ
れ
を
終
え
、
五
月
二
十

八
日
献
納
の
運
び
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
「
進
逸
史
賤
」
に
は
、

「
英
主
」
の
「
英
」
の
字
が
、
後
桃
園
天
皇
（
在
位
、
明
和
七
年
1
安
永

八
年
）
の
認
を
避
け
て
「
英
」
と
闘
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

『
逸
史
』
は
、
幕
府
が
献
納
の
命
を
下
す
以
前
、
明
和
七
年
（
一
七
七



懐
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0
)
1安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
頃
に
既
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
竹
山
は
、
以
前
か
ら
幕
府
か
朝
廷
に
献
納
す
る
目
的
で

『
逸
史
』
を
編
述
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
当
時
の
泰
平
の
基
礎
を
築
い
た
家
康
の
事
蹟
を
顕
彰
し
、
正
し

く
歴
史
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
竹
山
は
『
逸
史
』
十
三
巻
を
著
し
た
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
逸
史
』
の
記
述
に
お
い
て
、
家
康
に

対
し
て
慇
懃
な
表
記
を
と
る
一
方
、
秀
頼
に
対
し
て
は
軽
蔑
的
な
語
を
用

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
逸
史
』
に
は
、
単
純
な
年
代
誤
記
が
八
ヶ
所

も
あ
り
、
決
し
て
優
秀
か
つ
公
正
な
歴
史
叙
述
と
は
言
え
な
い
が
、
か
え

っ
て
、
そ
れ
は
『
逸
史
』
の
編
述
の
意
図
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
ょ

う。
『
逸
史
』
は
そ
の
推
敲
の
過
程
で
、
名
分
論
の
立
場
か
ら
、
用
語
に
つ

い
て
多
く
の
批
判
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
逆
に
、
当
時
の
儒
者
の

形
式
主
義
的
名
分
論
を
退
け
て
、
封
建
社
会
の
泰
平
と
い
う
現
実
に
目
を

向
け
た
、
竹
山
の
現
実
肯
定
の
立
場
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
竹
山
は
無
批
判
に
幕
府
の
政
治
に
迎
合
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

『
草
茅
危
言
』
中
に
は
政
治
・
経
済
・
社
会
の
各
分
野
に
渉
っ
て
忌
憚
の

な
い
批
判
や
献
策
が
見
ら
れ
、
竹
山
に
は
現
実
に
対
す
る
批
判
の
目
も
あ

っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
中
井
履
軒
の
『
通
語
』

『
通
語
』
十
巻
に
「
野
史
氏
曰
」
と
し
て
示
さ
れ
た
履
軒
の
評
語
を
要

す
れ
ば
、
履
軒
は
「
国
を
統
治
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
人
間
性
を
尊
重

し
、
人
情
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
歴
史
観
を
持
っ
て
い

た
と
言
え
る
。

さ
て
、
『
通
書
』
は
、
後
に
彰
考
館
総
裁
と
し
て
『
大
日
本
史
』
編
纂

に
主
嘩
的
役
割
を
果
た
し
た
栗
山
潜
峰
の
『
保
建
大
記
』
の
所
論
に
対
抗

し
て
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
栗
山
潜
峰
、
さ
ら
に
は
懐
徳
堂
初

代
学
主
三
宅
石
庵
の
弟
で
、
歴
史
観
に
お
い
て
潜
峰
と
対
立
し
た
三
宅
観

瀾
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
栗
山
潜
峰
の
『
保
建
大
記
』
の
特
色
は
、

皇
位
継
承
の
正
統
性
を
一
一
一
種
の
神
器
の
所
在
に
求
め
る
神
器
正
統
論
に
あ

る
。
一
方
、
三
宅
観
瀾
は
「
（
皇
位
継
承
の
）
正
統
は
義
に
あ
り
て
器
に
あ

ら
ず
」
と
す
る
大
義
正
統
論
を
主
張
し
、
神
器
の
存
否
の
よ
う
な
形
式
論

で
は
な
く
現
実
の
人
間
と
し
て
の
徳
行
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
観
瀾
の

歴
史
観
は
、
兄
石
庵
の
講
学
の
態
度
（
観
念
的
で
は
な
く
現
実
の
生
活
に

即
し
て
い
た
）
と
無
関
係
で
は
な
い
。
観
瀾
の
『
中
興
鑑
言
』
中
に
は
、

京
坂
地
方
の
旺
盛
な
経
済
活
動
の
雰
囲
気
を
体
験
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た

か
ら
こ
そ
確
立
し
得
た
歴
史
観
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
観
瀾
の
歴
史
観
は
、
履
軒
の
『
通
語
』
に
一
層
鮮
明
に
表

明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
通
語
』
は
、
時
の
政
治
が
人
心
を
得
て

い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
歴
史
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
観
に
貫
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
観
念
的
な
大
義
名
分
論
で
は
な
く
歴
史
の
現
実
に
基
づ

く
も
の
で
、
大
坂
の
町
人
生
活
に
根
差
し
た
履
軒
の
現
実
的
解
釈
を
示
し

て
い
る
。

ま
た
、
『
弊
帯
』
中
の
「
義
貞
論
」
と
「
甲
越
論
」
は
、
履
軒
の
歴
史

観
を
考
察
す
る
際
に
重
要
で
あ
る
。
前
者
で
は
新
田
義
貞
・
足
利
尊
氏
に

対
す
る
、
後
者
で
は
武
田
信
玄
・
上
杉
謙
信
に
対
す
る
世
間
の
評
価
を
、

体
面
と
か
名
分
な
ど
よ
り
も
、
実
際
の
成
果
を
重
ん
ず
る
現
実
的
な
庶
民

感
覚
を
判
断
の
基
準
に
再
検
討
し
て
い
る
。

さ
ら
に
股
軒
は
、
『
弁
妄
』
中
で
、
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
反
乱
・

皇
位
纂
奪
等
の
権
力
闘
争
の
事
実
を
根
拠
に
、
中
国
の
影
轡
を
受
け
る
以

三



懐
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⑰
論
文
＂
脇
田
修
「
町
人
学
問
所
と
し
て
の

（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
二
十
号
、
昭
和

58
年
）

本
論
文
は
、
町
人
の
学
問
所
と
し
て
の
懐
徳
堂
の
性
格
を
、
三
宅
石
庵

と
中
井
竹
山
と
の
学
風
や
社
会
意
識
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
、
歴
史
的

に
考
察
し
て
い
る
。

一
、
成
立
の
歴
史
的
背
景

周
知
の
よ
う
に
、
懐
徳
堂
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
設
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
設
立
の
背
景
に
は
元
禄
末
年
以
降
の
社
会
経
済
的
な
事
情
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
経
済
政
策
の
変
化
に
よ
る
経
済
界
の
不
安
、
淀

屋
の
欠
所
・
銀
座
の
処
罰
な
ど
に
よ
る
町
人
社
会
の
衝
撃
、
さ
ら
に
は
商

品
経
済
の
発
展
に
よ
る
階
層
序
列
の
変
動
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
危
機

感
を
背
景
に
、
幕
府
の
享
保
の
改
革
に
も
触
発
さ
れ
て
、
懐
徳
堂
は
設
立

『
公
』
」

前
の
日
本
で
は
大
御
教
が
行
わ
れ
、
自
ら
よ
く
治
ま
っ
て
い
た
と
す
る
国

学
者
の
古
代
史
観
を
、
彼
ら
の
作
り
あ
げ
た
虚
構
だ
と
痛
論
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
を
神
国
と
す
る
神
道
家
・
国
学
者
の
国
家
観
に
対
し
て
も
、

そ
れ
は
ど
の
民
族
に
も
あ
る
神
話
を
堅
持
し
た
た
め
に
形
成
さ
れ
た
国
家

観
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
履
軒
の
批
判
か
ら
も
、

一
層
明
白
に
歴
史
の
現
実
を
直
視
す
る
態
度
を
見
出
せ
る
。

履
軒
の
経
済
・
社
会
関
係
の
論
策
か
ら
も
、
彼
が
経
世
済
民
に
思
い
を

致
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
方
策
が
大
坂
の
生
活
に
根
差
し
た
具
体
的
な

体
験
と
見
聞
と
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
竹
山
•
履
軒
の
著
述
に
見
ら
れ
る
歴
史
観
は
、
大
坂

の
現
実
の
庶
民
生
活
に
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
矢
羽
野
隆
男
）

三

さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
大
阪
周
辺
の
町
場
で
あ
る
平

野
郷
の
含
翠
堂
の
設
立
事
情
と
比
較
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と

な
る
。も

っ
と
も
、
こ
の
両
者
は
同
様
の
社
会
情
況
の
中
で
生
ま
れ
な
が
ら

も
、
実
際
の
活
動
に
つ
い
て
は
相
違
が
あ
っ
た
。
含
翠
堂
が
一
村
一
市
と

し
て
の
民
衆
の
教
化
を
意
図
し
た
の
に
対
し
て
、
懐
徳
堂
は
上
層
町
人
の

家
の
存
続
を
重
要
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
学
問
と
経
営

平
野
含
翠
堂
の
創
設
に
尽
力
し
た
三
輪
執
斎
の
『
含
翠
堂
記
』
に
よ
る

と
、
含
翠
堂
に
お
け
る
学
問
は
、
日
常
生
活
を
規
定
す
る
道
徳
を
学
ぶ
こ

と
が
中
心
で
あ
り
、
教
説
の
異
同
を
問
う
こ
と
は
必
要
で
な
い
と
い
う
。

そ
し
て
、
懐
徳
堂
学
主
で
あ
る
三
宅
石
庵
の
学
風
も
、
こ
の
執
斎
の
考
え

方
に
近
か
っ
た
。
石
庵
は
、
異
な
る
学
説
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
説
が
並
び
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
下
の
公
た
る
学
問
は
発
展

し
て
ゆ
く
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
石
庵
が
天
下
の
公
た
る
学
問
を
志
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
直
接
幕
府
と
結
び
つ
き
官
許
を
得
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
実
、
官
許
に
つ
い
て
は
、
石
庵
で
は
な
く
中
井

甍
庵
が
学
問
所
の
願
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
石
庵
に
は
執
斎
や
中

井
甍
庵
•
竹
山
父
子
の
よ
う
に
幕
府
と
結
び
つ
い
た
学
問
を
求
め
る
意
志

は
な
く
、
各
々
が
学
問
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
想
的
な
世
界
を
作

り
生
計
を
た
て
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
幕

藩
制
支
配
と
現
に
露
呈
し
て
い
る
社
会
矛
盾
と
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
社
会
的
実
践
性
に
は
乏
し
か
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は

被
治
者
的
世
界
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
大
阪
の
町
人
社



会
に
適
合
し
た
学
風
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

石
庵
の
学
風
は
懐
徳
堂
の
経
営
と
も
一
定
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
懐

徳
堂
は
町
人
五
同
志
を
中
心
に
経
営
管
理
さ
れ
て
お
り
、
学
主
と
い
え
ど

も
身
分
は
客
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
初
期
懐
徳
堂
の
あ
り
方
は
、
従

来
教
化
機
関
の
特
色
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
教
官
の
側
す
な
わ
ち
甍
庵

と
竹
山
に
と
っ
て
は
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
情
況
で
は
な
か
っ
た
。
石

庵
が
客
分
に
安
住
し
て
い
た
の
は
、
石
庵
の
公
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
当
然

で
あ
る
。
公
学
を
興
す
に
あ
た
っ
て
町
人
が
努
力
す
る
こ
と
は
公
で
あ

り
、
経
営
を
同
志
に
任
せ
る
こ
と
も
公
学
に
努
め
る
こ
と
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
竹
山
は
儒
者
を
町
人
と
は
別
の
独
自
の
身
分
に
し
よ

う
と
し
た
人
物
、
し
か
も
支
配
身
分
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ

っ
た
。
両
者
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三
、
公
儀
免
許
の
意
義

中
村
良
斎
の
『
定
約
』
に
よ
る
と
、
懐
徳
堂
に
お
い
て
は
、
学
問
所
を

君
主
と
し
て
、
学
主
以
下
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
仕
え
る
こ
と
が

公
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
公
が
公
儀
免
許
に
あ
る
と
す

る
良
斎
の
考
え
方
は
、
石
庵
の
考
え
方
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
学

問
所
を
君
主
、
学
主
以
下
を
そ
の
臣
下
と
み
る
よ
う
な
考
え
方
に
は
身
分

意
識
か
反
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
学
生
の
位
置
づ
け
も
石
庵
よ
り
は

竹
山
に
近
い
。

つ
ま
り
、
懐
徳
堂
の
存
在
は
、
天
下
の
学
に
お
け
る
公
か
ら
公
儀
に
権

威
づ
け
ら
れ
た
公
的
存
在
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
共
に
懐
徳

堂
は
、
大
阪
町
人
が
自
ら
学
ぶ
学
問
所
と
し
て
の
性
格
か
ら
公
儀
御
用
の

名
の
も
と
に
町
人
を
教
化
す
る
学
校
と
し
て
の
性
格
に
転
じ
た
の
で
あ
っ

こ。t
 

懐
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竹
山
が
懐
徳
堂
を
町
中
か
ら
離
す
こ
と
を
求
め
た
こ
と
も
、
懐
徳
堂
が

公
儀
の
役
を
勤
め
る
も
の
と
考
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
当

時
、
大
阪
町
内
で
捨
子
が
あ
る
と
そ
の
子
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
が
、
竹
山
は
、
懐
徳
堂
が
町
内
の
諸
役
御
免
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
養
育
を
拒
絶
し
て
い
る
。

ま
た
、
竹
山
は
、
儒
者
は
町
内
に
存
住
し
な
が
ら
公
儀
の
役
を
勤
め
る

者
で
あ
る
と
い
う
独
特
の
身
分
論
を
展
開
し
て
、
町
役
の
勤
め
を
も
拒
絶

し
て
い
る
。
竹
山
に
と
っ
て
、
恢
徳
堂
は
確
か
に
町
人
の
た
め
の
学
問
所

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
町
人
身
分
に
よ
る
学
問
所
で
は
な
く
、

町
人
よ
り
も
一
段
上
の
儒
者
が
町
人
を
教
化
す
る
た
め
の
学
問
所
で
あ
っ

こ。キー
以
上
の
よ
う
に
、
町
人
学
問
所
と
し
て
の
懐
徳
堂
は
、
公
の
観
念
に
つ

い
て
言
え
ば
、
天
下
の
公
た
る
学
問
を
修
め
る
と
い
う
意
味
で
の
公
か

ら
、
公
儀
免
許
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
の
公
へ
と
変

容

し

て

い

る

。

（

藤

居

岳

人

）

⑱

論

文

こ

梅

湊

昇

「

懐

徳

堂

と

西

村

時

彦

（

天

囚

）

」

（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
二
十
号
、
昭
和

58
年
）

本
論
文
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て
の
懐
徳
堂
再
興
事
業

の
中
心
人
物
で
あ
る
西
村
時
彦
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
な
ぜ
、
そ

う
し
た
役
割
を
果
た
し
得
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

一
、
ま
え
が
き
ー
懐
徳
堂
の
再
興
事
情
ー

か
つ
て
は
江
戸
の
昌
平
羮
と
並
び
称
さ
れ
た
懐
徳
堂
も
幕
末
に
は
堂
勢

振
わ
ず
、
明
治
二
年
つ
い
に
廃
絶
し
た
。
中
井
家
に
生
ま
れ
て
十
五
年
目

に
堂
の
廃
減
を
経
験
し
た
中
井
木
菟
麻
呂
は
早
く
か
ら
再
興
の
希
望
を
抱

>
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い
て
い
た
。

中
井
甍
庵
の
満
百
五
十
年
、
竹
山
の
百
年
、
蕉
園
の
百
五
年
に
あ
た
る

明
治
四
十
一
年
、
木
菟
麻
呂
は
、
再
興
な
ら
ず
と
も
せ
め
て
先
賢
の
祭
典

を
行
い
た
い
と
い
う
旨
を
重
野
安
繹
博
士
に
伝
え
た
。
重
野
博
士
は
そ
こ

で
木
菟
麻
呂
に
朝
日
新
聞
社
の
西
村
時
彦
を
紹
介
し
た
。
西
村
は
協
力
を

約
束
し
、
明
治
四
十
二
年
九
月
二
日
、
大
阪
文
化
の
研
究
を
目
標
に
大
阪

人
文
会
を
創
立
し
た
。

同
会
に
お
い
て
天
囚
ら
は
、
祭
典
の
開
催
と
懐
徳
堂
記
念
会
の
創
立
に

つ
い
て
協
議
、
決
定
し
、
同
会
は
懐
徳
堂
記
念
会
へ
と
発
展
解
消
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
つ
い
に
祭
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
大
正
四
年
に
は
府
立
大
阪
博
物
場
の
西
北
隅
に
諧
堂
用
地

を
提
供
さ
れ
、
翌
五
年
に
講
堂
の
完
成
を
見
、
こ
こ
に
懐
徳
堂
の
再
建
が

成
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
天
囚
の
漠
学
再
興
へ
の
関
心
と
そ
の
展
開

天
囚
（
西
村
時
彦
）
は
、
愛
応
元
年
(
-
八
六
五
）
七
月
二
十
三
日
、

種
子
島
西
之
表
に
生
ま
れ
た
。
幼
年
の
頃
か
ら
儒
学
的
気
風
の
中
で
育
っ

た
天
囚
は
、
早
く
か
ら
秀
れ
た
文
オ
を
示
し
た
。

明
治
十
三
年
十
六
歳
の
と
き
上
京
し
、
父
の
友
人
重
野
安
繹
の
家
に
寄

寓
す
る
。
明
治
十
六
年
、
東
京
大
学
文
学
部
古
典
諧
習
科
の
官
費
生
と
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
も
彼
の
才
能
は
群
を
抜
い
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
下
宿
で
ひ
と
り
住
ま
い
を
始
め
て
か
ら
、
大
酒
癖
が
拍
頭

し
、
放
蕩
時
代
が
始
ま
る
。
明
治
二
十
年
官
費
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
古

典
講
習
科
を
中
途
退
学
す
る
が
、
同
年
、
諷
刺
小
説
『
屑
屋
の
籠
』
を
発

表
し
て
、
漠
学
を
廃
せ
ん
と
す
る
風
潮
に
反
対
を
唱
え
て
い
る
。
さ
ら
に

二
十
二
年
に
は
、
『
活
憫
骸
』
『
奴
隷
世
界
』
を
発
表
し
、
皮
相
な
欧
化

ニ
ニ
四

主
義
に
反
対
し
、
国
粋
主
義
を
説
い
た
。

明
治
二
十
二
年
六
月
、
天
囚
は
「
大
阪
公
論
」
を
振
り
出
し
に
新
聞
人

と
な
り
、
翌
二
十
三
年
五
月
に
は
大
阪
朝
日
に
入
社
す
る
。
そ
し
て
二
十

六
年
、
議
会
に
お
け
る
政
府
、
民
党
の
紛
糾
を
憤
っ
て
『
大
衝
突
論
』
を

出
版
し
、
儒
教
道
徳
の
回
復
を
唱
え
た
。
こ
れ
以
降
、
彼
は
文
芸
物
か
ら

遠
ざ
か
り
、
時
文
、
社
説
に
筆
陣
を
張
る
よ
う
に
な
る
。
折
し
も
、
大
阪

朝
日
に
は
、
高
橋
健
三
が
入
社
し
て
、
伝
統
主
義
を
主
張
し
、
条
約
改
正

問
題
に
対
外
硬
を
説
い
て
大
い
に
国
民
意
識
の
発
揚
に
つ
と
め
て
い
た
。

三
、
清
国
行
の
体
験
と
天
囚
の
漠
学
復
興
運
動

天
囚
の
第
一
回
清
国
行
は
、
明
治
三
十
年
十
二
月
、
一
―
-
+
―
―
一
歳
の
と
き

で
、
翌
年
二
月
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
三
十
三
年
と
三
十
四
年
の
二

回
、
南
京
に
留
学
し
て
い
る
。
第
一
回
清
国
行
で
は
、
排
日
の
主
尊
者
の

張
之
洞
を
日
清
親
善
を
目
的
と
し
て
説
得
し
、
日
視
察
員
派
造
⇔
日
本
へ

の
留
学
生
派
造
回
日
本
人
招
聘
の
三
条
件
を
受
諾
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。

消
国
の
植
民
地
化
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
天
囚
は
、
清
国
衰
退
の
要
因

に
教
育
の
荒
廃
を
見
、
中
国
留
学
生
の
受
け
入
れ
と
清
国
へ
の
教
育
者
の

派
逍
を
わ
が
国
の
使
命
と
し
た
。
そ
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
彼
は

渡
清
教
育
家
に
、
新
旧
二
学
（
西
学
と
儒
学
）
倶
に
偏
廃
す
べ
巻
で
な
く

両
者
の
調
和
に
留
意
す
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
。

一
方
、
国
内
で
は
、
明
治
三
十
二
年
、
樺
山
資
紀
文
相
に
対
し
、
「
上

文
部
大
臣
請
復
興
昌
平
学
害
」
を
送
り
、
漠
学
復
興
の
た
め
に
昌
平
費
を

復
興
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
彼
の
こ
の
教
育
勅
語
尊
奉
の
立
場

は
晩
年
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

日
露
戦
争
後
、
天
囚
は
、
政
論
か
ら
遠
ざ
か
り
、
取
材
活
動
を
わ
が
国
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儒
学
史
に
し
ぽ
り
、
学
者
と
し
て
国
民
教
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

四
、
明
治
末
期
の
天
囚
の
思
想
と
懐
徳
堂
研
究

天
囚
は
明
治
三
十
九
年
の
四
国
旅
行
「
南
国
記
」
の
連
載
か
ら
、
近
世

学
問
史
の
研
究
を
次
々
と
紙
上
に
発
表
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち

「
宋
学
の
首
唱
」
と
い
う
連
載
を
基
礎
に
、
明
治
四
十
二
年
九
月
『
日
本

宋
学
史
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
叙
論
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

天
囚
の
研
究
目
的
は
国
民
性
の
涵
蓑
に
あ
っ
た
。
天
囚
に
と
っ
て
は
、
わ

が
国
「
固
有
の
道
徳
と
一
致
し
た
所
の
儒
学
を
興
し
た
い
と
云
ふ
の
が
本

意
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
天
囚
が
、
大
阪
の
学
問
、
特
に
懐
徳
堂
に
典
味
を
抱
い
た

の
は
当
然
で
あ
り
、
明
治
四
十
年
頃
に
は
、
中
井
竹
山
ら
を
中
心
と
す
る

大
阪
の
儒
学
史
に
つ
い
て
の
研
究
計
画
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
四
十
一
年
に
重
野
安
繹
が
、
中
井
木
菟
麻
呂
に
対
し
て
、
懐
徳
堂

復
典
に
つ
い
て
天
囚
を
推
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
基
づ
く
の
で
あ

゜
る

天
囚
は
、
明
治
四
十
一
＿
一
年
か
ら
、
紙
上
に
「
恢
徳
堂
研
究
」
を
発
表
、

上
下
あ
わ
せ
て
八
十
四
回
に
及
ん
だ
。
天
囚
の
こ
の
研
究
は
、
没
後
、
懐

＊
同
書
は

こ。f
 

一
九
八
四
年
、

ニ
ニ
五

「
懐
徳
堂
・
友
の
会
」
に
よ
っ
て
複
刻
さ
れ

＊
 

徳
堂
記
念
会
か
ら
『
懐
徳
堂
考
』
（
大
正
十
四
年
十
一
月
）
と
し
て
発
行

さ
れ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
恢
徳
堂
の
精
神
を
大
阪
人
に
再
認
識
さ
せ
、

こ
れ
を
必
ず
再
興
し
、
も
っ
て
世
道
人
心
の
荒
廃
を
防
ご
う
と
す
る
彼
の

深
慮
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
む
す
ぴ

以
上
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
天
囚
に
と
っ
て
懐
徳
堂
の
再
興
は
、
素

志
で
あ
っ
た
儒
学
の
復
典
、
国
民
意
識
の
発
揚
の
実
現
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
恢
徳
堂
は
大
阪
の
文
科
大
学
で
あ
り
、
大
阪
に
文
学
部
が
で
き
た
と

き
は
、
そ
れ
に
合
流
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

天
囚
は
大
正
十
三
年
七
月
に
死
去
し
た
が
、
こ
の
考
え
は
受
け
継
が

れ
、
戦
後
、
大
阪
大
学
に
文
学
部
が
増
設
さ
れ
た
際
、
蔵
書
三
万
数
千
余

冊
が
大
阪
大
学
に
寄
附
さ
れ
て
恨
徳
堂
文
庫
と
な
り
、
大
阪
大
学
は
恢
徳

堂
の
事
業
を
共
に
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
湯
城
吉
信
）
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大

月

明

著

『

近

世

日

本

の

儒

学

と

洋

学

』

一

-
＝
＿
紹
介
＿
＿

i
 

t
 

一

i
 ”

大
月
明
さ
ん
の
遣
著
と
な
っ
た
書
物
が
、
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ
て
お
り
、
本
人
の
著
述
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
交
友
関
係
や
同
一

一”
 

ー
れ
ま
し
た
。
大
月
さ
ん
は
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
教
授
で
、
日
時
代
人
の
批
評
な
ど
を
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
人
物
と
思
想

i

一{
本
近
世
思
想
史
を
専
攻
さ
れ
、
懐
徳
堂
な
ど
の
研
究
に
お
い
て
、
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
懐
徳
堂
研
究
一

一

一

-
す
ぐ
れ
た
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
方
で
す
が
、
昨
年
六
十
三
歳
で
の
基
本
的
な
文
献
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
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ら
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